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研究成果の概要（和文）：CAD/CAM用ハイブリッドレジン表面における唾液汚染および表面処理の影響を表面自
由エネルギー，接着強さ試験およびSEM観察を行うことで，レジンセメントの接着性に影響することがわかっ
た。
このことからコンポジットレジンの表面性状は，プラークあるいは着色物などの研磨表面への付着性に影響を及
ぼす可能性も示唆された。そこで，異なる研磨操作によって得られたコンポジットレジン表面を表面粗さおよび
表面性状観察とともに表面自由エネルギーを指標とした検討を行った。その結果，国内外の学会において研究成
果の発表を行い，論文として発表するに至った。

研究成果の概要（英文）：The effect of saliva contamination and surface treatment on the hybrid resin
 surface for CAD / CAM was found to affect the adhesion of resin cement by performing surface free 
energy, adhesion strength test and SEM observation.
This also suggests that the surface properties of the composite resin may affect the adhesion of 
plaque or stains to the abrasive surface. Therefore, the composite resin surface obtained by 
different polishing operations was examined using surface free energy as an index together with 
surface roughness and surface property observation. As a result, research results were presented at 
academic meetings in Japan and overseas, and presented as a dissertation.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
修復操作における形態修正および研磨操作は，審美性の獲得のみならずプラークなどの付着抑制など，修復処置
の予後に影響を及ぼす。これまで，表面性状の評価については表面粗さ，SEM観察あるいは光沢度などからの検
討が広く行われてきた。そこで，異なる研磨操作によって得られたコンポジットレジン表面を表面粗さおよび表
面性状観察とともに表面自由エネルギーを指標とした界面科学的観点から検討を行った。このことから旧修復物
に対する補修修復や修復物を長期に渡って管理していく上では重要な要素であると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年，Digital Dentistry 技術の発展から，CAD/CAM用ハイブリッドレジン冠 (CAD/CAM冠) 
の臨床使用頻度が増加している。これら CAD/CAM 冠の装着に用いられるレジンセメントは，
歯質およびハイブリッドレジンの双方に対して接着性を有することが求められている。したが
って，歯面処理を行うとともに CAD/CAM冠内面に対しても，機械的および化学的前処理が行
われる。これらの前処理を行うことによって，レジンセメントを介して CAD/CAM冠と歯質と
が一体化し，口腔内において長期間にわたって機能することが可能となる。 
しかし，CAD/CAM冠の装着に先立って，これらを口腔内で試適する際に生じる唾液，歯肉溝
滲出液あるいは血液などによる被着面の汚染は，レジンセメントとのぬれ性を阻害しタンパク
質の残留のために接着性が低下する可能性がある。とくに，試適時における唾液汚染は避け難
いものであり，CAD/CAM 用ハイブリッドレジンに対するレジンセメントとの長期接着耐久性
に影響を及ぼす因子のひとつと考えられる。しかし，CAD/CAM 用ハイブリッドレジン表面に
おける唾液汚染およびこれを回避するために行われる前処理がレジンセメントの接着性に及ぼ
す影響については，その効果的な前処理法を含めて不明な点が多いのが現状であり，臨床にお
いては少なからずの混乱がある。そのために CAD/CAM冠の脱離報告が多数されている可能性
も示唆されている。 
２．研究の目的 
 CAD/CAM技術の発展に伴って，機械的強度に加え審美性の高い CAD/CAM用ハイブリッド
レジン冠 (CAD/CAM 冠) の臨床使用頻度が増加している。これらの修復物を長期間口腔内で
機能させるには，レジンセメントを介した支台歯との一体化が求められる。しかし，CAD/CAM
冠を口腔内で試適した際に生じる唾液，歯肉溝滲出液および血液による汚染は，レジンセメン
トとの接着性を低下させる可能性があるものの，その詳細については不明な点が多いのが現状
である。そこで申請者は，従来から検討されてきた接着試験に加え，表面自由エネルギーを指
標として，界面科学的な観点から CAD/CAM用ハイブリッドレジン表面への唾液汚染がレジン
セメントの接着性に及ぼす影響を解明することを目的として本研究を計画した。また，補綴物
内面の汚染要素は唾液や血液，歯肉溝浸出液といった生体由来の汚染に加えシリコーン系適合
検査材による汚染の影響に関しても合わせて検討する必要もあると考えられる。 
 これら修復材料の表面汚染は直接修復に用いるコンポジットレジンのメンテナンスビリティ
にも関連する。近年，光重合型コンポジットレジンはその優れた審美性と操作性から，日常臨
床に欠かすことのできない修復材のひとつとなっている。修復操作の最終段階に行われる形態
修正および研磨操作は，審美性の獲得のみならずプラークなどの付着抑制など，修復の予後に
影響を及ぼす重要なステップである。そのために，コンポジットレジン修復のために多くの研
磨システムが開発，臨床応用されている。これまで，研磨システムの評価については表面粗さ，
電子顕微鏡観察あるいは光沢度などからの検討が広く行われてきた。しかし，プラークあるい
は着色物などの研磨表面への付着性についての解明には，界面科学的なアプローチからの検討
も必要と考えられる。そこで，異なる研磨操作によって得られたコンポジットレジン表面の違
いを表面粗さおよび表面性状観察とともに表面自由エネルギーを指標とした界面科学的観点か
ら検討を行った。 
３．研究の方法 

CAD/CAM 用ハイブリッドレジン表面における唾液汚染および表面処理の影響を，各表面処
理後の CAD/CAM用ハイブリットドレジンにおける表面自由エネルギーを指標として検討，併
せて接着強さ試験およびCAD/CAM用ハイブリッドレジン表面の形態学的な検討をするために
SEM観察を行うことで，唾液汚染後の CAD/CAM用ハイブリッドレジンに適した表面処理方法
を界面科学的な観点から評価を行った。 これらの結果から CAD/CAM 用ハイブリッドレシジ
ン表面における唾液等の汚染はレジンセメントの接着性に影響するだけでなく，直接修復物で
あるコンポジットレジンにも影響するという懸念が生まれた。 修復操作の最終段階に行われる
形態修正および研磨操作は，審美性の獲得のみならずプラークなどの付着抑制など，修復の予
後に影響を及ぼす重要なステップである。そのためコンポジットレジン修復のために多くの研
磨システムが開発，臨床応用されている。これまで，研磨システムの評価については表面粗さ，
電子 顕微鏡観察あるいは光沢度などからの検討が広く行われてきた。しかし，プラークあるい
は着色物などの研磨表面への付着性についての解明には，界面科学的な アプローチからの検討
も必要と考えた。そこで，異なる研磨操作によって得られたコンポジットレジン表面の違いを
表面粗さおよび表面性状観察とともに表面自由エネルギーを指標とした界面科学的観点から検
討を行うという着想を得た。 
供試したコンポジットレジンは，Clearfil AP-X（AP，クラレノリタケデンタル），Estelite Σ 
Quick（EQ，トクヤマデンタル），Filtek Bulk Fill（FB，3M ESPE）および Filtek Bulk Fill Flowable 
Restorative（FF，3M ESPE）を用いた。コンポジットレジンの形態修正には，ダイヤモンドポ
イント# SF102R（SF，松風）あるいはエステティックフィニッシングカーバイトバー# FG 7714
（CB，Kerr）を使用した。最終研磨には，スーパースナップ（SS，松風）あるいはコンポマス
ター（CP，松風）を使用した。 
(1)表面自由エネルギーの測定 
 表面自由エネルギーの測定に際しては，コンポジットレジンを直径 8.0 mm，高さ 2.0 mm
のテフロン型に填塞，加圧整形し，ポリストリップス介して 60秒間照射することで，これを表



面自由エネルギー測定用試片（Baseline）とした。この試片に対して SiC ペーパーの#320 まで
研磨した後，SF あるいは CB で形態修正を行った条件，さらにこれらの条件に SS あるいは CP
を用いて最終研磨を行った条件を加え，合計 7 条件とした。これらの試片を全自動接触角計
（DM500，協和界面科学）に静置し，ブロモナフタレン，ジヨードメタンおよび蒸留水を用い，
セシルドロップ法でそれぞれの液滴を 1 μl滴下し，被着面との接触角をθ/2法で測定し，得
られた接触角から拡張 Fowkes の理論式を用いて，各条件における表面自由エネルギーを算出し
た。 
(2)表面性状観察 
コンポジットレジンの表面性状については，レーザー顕微鏡（VK-9710，キーエンス）および
付属ソフトから表面粗さ（Ra, μm）を求め，観察した。表面粗さの測定に際しては試片中央付
近の 3ヶ所について測定を行い，その平均値をもってその試片の表面粗さとした。 
４．研究成果 
 今回の研究は Digital Dentistry技術の発展から，CAD/CAM用ハイブリッドレジン冠の使用頻
度の増加に伴う脱離報告が多数なされていたことから着想を得た研究であった。CAD/CAM 冠
脱離の背景には適正な表面処置がなされていないことに合わせ，修復物内面における汚染の要
素も無視できないと判断した。そこで表面性状を形態学的な観点からの検討だけでなく，表面
自由エネルギーを指標として検討を加えることで多角的な検討を行うこととした。それらの結
果から，表面性状を検討する方法の多様化により直接修復で用いるコンポジットレジンにおい
ても形態修正および研磨後の検討が可能であると判断した。 
近年，Minimal Intervention の概念の普及に伴いコンポジットレジン充填の症例数は増加し
ており，コンポジットレジン充填後の予知性に関しては求められる要件は多くなっているのが
現状である。特に着色やプラークの沈着はコンポジットレジンの表面性状に大きく左右される
ことが懸念されている。そこで，異なる研磨操作によって得られたコンポジットレジン表面を
表面粗さおよび表面性状観察とともに表面自由エネルギーを指標とした検討を行った。 
その結果，各条件の表面自由エネルギーはいずれのコンポジットレジンにおいても，SFおよ
び CB の形態修正条件間では有意差は認められなかった。一方，最終研磨面においては形態修正
に用いた器具の違いによって，水素結合成分に違いが生じた。また，最終研磨面における表面
自由エネルギーは，形態修正面よりも有意に低い値を示した。とくに，SS 研磨面は最も低い値
を示した。このことは，形態修正および最終研磨によってコンポジットレジンの表面性状に変
化が生じ，その結果として表面自由エネルギーが低い値を示した可能性が考えられた。一方，
最終研磨法における表面粗さには，有意差は認められないものの，形態修正条件間では CB は
SF に比較して有意に低い値を示した。コンポジットレジンの形態修正および研磨法の違いは，
表面性状および表面自由エネルギーに影響を及ぼすことが判明した。このことから，臨床にお
ける形態修正および研磨操作は，その後の審美性あるいは，メンテナンスビリティーに影響を
及ぼすことからも，その操作法，器具の選択が重要であるという事が示された。その結果，国
内外の学会において研究成果の発表を行い，論文として発表するに至った。 
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